
「確からしさ」とは中学以降数学で習う「確率」のことです。 

どのようにして求めるかというと 

（そうなる場合）÷（全部の場合） 

です。 

ですから、分数であらわすのが基本になります。 

ただし、全部の場合の数が同様な確からしさで起こる必要があり、その部分は神経を使わなければいけな

い「キモ」の部分ですね。 

 

本問の場合は、くじ引きを「碁⽯を１列に並べる」ことに置き換えて考えてみます。 

当たりは⿊⽯、外れを⽩⽯とすれば、全部の場合は４個の⿊⽯と８個の⽩⽯の並べ⽅になります。 

 

＜図１＞ 

Ａ Ｂ Ｃ  
○●○ ○○○ ○○● ●●○ 

 

例えば＜図１＞だとＡが２本⽬に当たりを引き、Ｂは全部外れ、Ｃは３本⽬に当たりを引いたことになり

ます。 

 

 

（１） 余事象を使います。 

全部の場合は１２個の碁⽯の並べ⽅なので、１２個の中から４つを選ぶ組み合わせとなり 

１２×１１×１０×９÷（４×３×２×１）＝４９５（通り） 

Ａが全て外れを引くのは残りの９個の中に４つ⿊⽯があることなので、９個の中から４個を選ぶ組み

合わせとなり 

９×８×７×６÷（４×３×２×１）＝１２６（通り） 

よって答は 

１－１２６ ４９５＝
４１

５５
 ・・・（答） 
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（２） 場合分けします。 

i) Ｃが当たり０ 

（１）のＡが当たり０と同様なので、１２６（通り） 

ii) Ｃが当たり１ 

Ｃ以外の９個の中に当たりが３個あり、Ｃが当たりを引くタイミングが３通りあることから 

９×８×７÷（３×２×１）×３＝２５２（通り） 

よって求める答は 

１－ １２６＋２５２ ４９５＝
１３

５５
・・・ 答  


